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社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
、

福
祉
の
作
文
・
標
語
の
表
彰
発
表
や
、
福
祉
協
力
校

の
活
動
発
表
な
ど
、
広
く
町
民
の
方
々
へ
福
祉
の
啓

発
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
令
和
７
年
２
月
11
日
、
玉

城
町
保
健
福
祉
会
館
で
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
２
部
に
は
、studio-L

代
表 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ナ
ー 

山
崎 

亮り
ょ
う 

氏
を
お
招
き
し
、「
ひ
と
が

つ
な
が
る
し
く
み
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
20
年

の
実
践
か
ら
―
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
福
祉
の
標
語
は
「
や
さ
し
い
気
持
ち
・
思
い

や
り
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
ま
し
た
。

　

福
祉
の
標
語
は
応
募
総
数
７
０
０
点
を
超
え
、
入

選
し
た
標
語
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
福
祉
協
力
校
の
発
表
等
の
大

会
の
様
子
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
中

で
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
玉

城
町
社
協
も
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
23
回 

玉
城
町
社
会
福
祉
大
会

40 周年記念表彰

記念講演

〈チャンネル登録方法〉
① 二次元コード
 　を読み込む
②「チャンネル
　 登録」を
　 クリック

第 23 回　玉城町社会福祉大会

クリック
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本
会
は
、「
笑
顔
広
が
る　

人
づ
く
り　

地
域
づ
く
り　

つ
な
が
り
づ
く
り　

の
実

現
に
向
け
て
」
を
基
本
理
念
に
、
町
民
を

は
じ
め
地
域
の
多
様
な
主
体
と
連
携
し
、

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
の
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
等
の

社
会
構
造
の
変
化
に
加
え
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
地
域
へ
の
関
わ
り
の
希
薄
化

が
さ
ら
に
進
み
、
社
会
的
孤
立
を
生
み
出

し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
雇
用
状
況
の
改
善
は
若
干
み
ら

れ
る
も
の
の
、
食
料
品
や
光
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
価
格
高
騰
等
に
よ
り
、
生
活
改
善

に
至
ら
ず
困
窮
状
態
が
継
続
し
て
い
る
世

帯
へ
の
支
援
も
引
き
続
き
必
要
と
な
り
、

地
域
住
民
が
抱
え
る
多
様
化
、
複
雑
化
し

た
福
祉
課
題
解
決
に
む
け
て
、
地
域
や
就

労
、
生
活
、
介
護
、
教
育
に
関
わ
る
関
係

機
関
が
連
携
し
た
包
括
的
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
昨
年
か
ら

一
段
の
包
括
的
支
援
体
制
づ
く
り
と
し

て
、
生
活
困
窮
者
支
援
の
た
め
専
門
職
員

の
配
置
を
行
い
、
町
と
連
携
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
今
年
度
は

子
ど
も
家
庭
支
援
の
た
め
職
員
派
遣
を
行

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
地
域
福
祉
の
活
動
計
画
と

も
い
え
る
「
地
域
ふ
く
し
力
向
上
計
画
」

は
、
法
人
化
40
周
年
を
機
に
元
気
で
す
た

ま
き
委
員
会
を
中
心
に
、
町
や
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
関
わ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
多
様
な
意
見
を
基
に
第
４
期
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
公

共
性
・
公
益
性
の
高
い
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
各
種
の
福
祉
活
動
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、

行
政
な
ら
び
に
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様

の
協
力
を
得
て
、職
員
一
同
が
一
丸
と
な
っ

て
地
域
づ
く
り
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

理
念
　
～ 

笑
顔
広
が
る
　
人
づ
く
り
　
地
域
づ
く
り
　
つ
な
が
り
づ
く
り
　
の
実
現
に
向
け
て 

～

令
和
７
年
度　

社
会
福
祉
法
人 

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
計
画

事
業
方
針

重
点
項
目

事
業
実
施
項
目

１
．
法
人
運
営

２
．
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

３
．
相
談
・
援
助
事
業
の
推
進

４
．
受
託
事
業
の
運
営

５
．
募
金
活
動
の
推
進

６
．
在
宅
福
祉
事
業
の
運
営

７
．
地
域
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施

１
．
法
人
運
営

①
法
人
運
営
の
経
営
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

②
会
員
制
度
の
推
進
並
び
に
会
費
の
増
強

を
図
り
ま
す
。

③
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
や
活
動
を
周

知
し
、
福
祉
活
動
へ
の
町
民
参
加
を
促

進
す
る
広
報
活
動
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

④
役
員
・
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
研
修

に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
各
種
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。

２
、
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

①
〈
老
人
福
祉
活
動
事
業
〉

身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享
受

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◦
サ
ロ
ン
事
業
（
高
齢
者
サ
ロ
ン
）

◦
安
否
確
認
（
ほ
の
ぼ
の
便
、
歳
末
援

護
事
業
（
ま
ご
こ
ろ
訪
問
））

◦
お
風
呂
サ
ロ
ン
の
開
催

◦
給
食
サ
ー
ビ
ス
（
第
１
、
３
日
曜
）、

配
食
サ
ー
ビ
ス
（
第
２
、
４
、
５
日

曜
）
の
実
施

◦
安
心
配
達
事
業
の
実
施

◦
楽
笑
会
の
開
催

◦
ち
ょ
こ
っ
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

充
実

②
〈
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業
〉

積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
地
域
福
祉
事
業
を
強
化
し
ま
す
。

◦
元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
の
運
営	

第
４
期
地
域
ふ
く
し
力
向
上
計
画
の

周
知
・
啓
発
、
民
生
委
員
・
福
祉
協

力
員
と
の
意
見
交
換
、
あ
い
さ
つ
運

動
（
明
る
く
声
か
け
玉
城
の
日
）、

あ
い
さ
つ
人
及
び
あ
い
さ
つ
場
所
の

拡
充
、
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催
、

元
気
で
す
た
ま
き
体
操
の
推
進
（
オ

リ
ジ
ナ
ル
健
康
体
操
）

◦
車
い
す
及
び
物
品
貸
し
出
し
事
業

③
〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業
〉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
福
祉
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、
登
録
者

の
拡
充
と
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
の
充

実
◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し
、
意

識
の
啓
発
、
情
報
の
提
供

◦
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
と
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
支
援
事
業
の
展
開

◦
わ
が
町
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
活
動

・
町
内
の
全
学
校
を
福
祉
協
力
校
に
指

定
し
、
児
童
生
徒
の
福
祉
意
識
の
高

揚
と
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
促
進

を
図
り
ま
す
。

◦
福
祉
体
験
教
室
の
開
催

◦
福
祉
協
力
校
の
育
成
及
び
活
動
へ
の

助
成

◦
児
童
生
徒
の
福
祉
参
画
を
促
進

④
〈
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業
〉

障
が
い
者
（
児
）
の
自
立
と
社
会
参
加

を
促
進
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
深
め
交

流
の
輪
を
広
め
ま
す
。

◦
た
ま
リ
ン
ピ
ッ
ク

◦
手
話
っ
ち
カ
フ
ェ

◦
シ
ッ
プ
ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
＆
は
っ
ぴ
ぃ

サ
ー
ク
ル
の
開
催

◦
ラ
イ
ブ
ス
ペ
ー
ス
勢
の
！

３
．
相
談
・
援
助
事
業
の
推
進

①
福
祉
相
談
機
能
の
充
実
強
化
を
図
り
、　

関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に
問
題
解

決
に
努
め
ま
す
。

②
生
活
福
祉
資
金
及
び
世
帯
更
生
資
金
の

有
効
活
用
を
図
り
、
低
所
得
者
世
帯
の

生
活
安
定
と
福
祉
向
上
に
努
め
ま
す
。

③
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
方

に
対
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関

す
る
相
談
・
助
言
や
、
手
続
き
・
支
払

い
等
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

◦
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

４
．
受
託
事
業
の
運
営

①
高
齢
者
福
祉
、
青
少
年
の
育
成
、
そ
の

他
公
共
的
活
動
の
移
動
手
段
と
し
た
バ

ス
運
行
を
行
い
ま
す
。

②
住
民
の
外
出
支
援
の
た
め
の
バ
ス
運
行

を
行
い
ま
す
。（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式

に
よ
る
元
気
バ
ス
の
運
行
）

③
各
種
福
祉
団
体
事
業
の
運
営
を
行
い
ま

す
。

◦
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
運
営

◦
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
町
身
体
障
害

者
福
祉
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
、

町
母
子
寡
婦
福
祉
会
、
町
遺
族
会
の

５
団
体

④
高
齢
者
等
交
通
安
全
対
策
事
業
（
免
許

返
納
）

⑤
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
）

◦
独
居
高
齢
者
支
援
事
業
ぴ
ん
の
会
の

開
催

⑥
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

５
．
各
種
募
金
活
動
の
推
進

①
日
本
赤
十
字
社
募
金
の
積
極
的
協
力
、

地
域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
に
努
め
ま

す
。

◦
日
赤
募
金
（
５
月
）

②
共
同
募
金
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
地

域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
に
努
め
ま

す
。

◦
共
同
募
金
委
員
会
の
運
営

◦
共
同
募
金
（
10
月
）

◦
歳
末
助
け
合
い
募
金
（
12
月
）

◦
三
重
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
百
貨
店

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◦
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
災
害
義
援
金
へ
の
協
力
・
活
動
を
行
い

ま
す
。

◦
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
活
動

６
．
在
宅
福
祉
事
業
の
運
営

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
資
質

向
上
に
努
め
、
良
質
で
安
定
し
た
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

◦
介
護
給
付

◦
予
防
給
付
（
居
宅
・
通
所
・
訪
問
介
護
）

②
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
良

質
で
安
定
し
た
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
い
ま
す
。

◦
生
活
介
護
事
業
（
夢
工
房
た
ま
き
）

◦
相
談
支
援
事
業
（
み
ら
い
）

◦
居
宅
介
護
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）

◦
移
動
支
援
事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）

〈
地
域
活
動
支
援
町
単
独
事
業
〉

③
安
全
安
心
な
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

◦
福
祉
有
償
運
送
事
業

７
．
ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施

①
地
域
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
開
拓
性
、
創
造
性
、
即
応
性
を
も
っ

た
事
業
を
行
い
ま
す
。

◦
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運

営

令和７年度 玉城町社会福祉協議会収支予算

介護保険収入
144,711千円 39.0％
介護保険収入
144,711千円 39.0％

法　人
65,018千円 17.5％
法　人
65,018千円 17.5％

介護保険事業
（居宅介護支援・通所介護・訪問介護）

152,409千円
41.0％

介護保険事業
（居宅介護支援・通所介護・訪問介護）

152,409千円
41.0％

前期繰越
55,283千円 14.8％
前期繰越
55,283千円 14.8％

寄付金・事業収入・その他
2,018千円 0.5％

シルバー人材センター
53,760千円 14.5％
シルバー人材センター
53,760千円 14.5％

町受託金
48,215千円 13.0％

町補助金 35,820千円 9.6％
障がい福祉収入 28,288千円 7.6％

障がい福祉事業
（生活介護・相談支援） 32,532千円 8.7％ 県受託金 1,311千円 0.4％

県補助金 　　　 0円 0.0％

会費 985千円 0.3％

元気バス
22,095千円 6.0％

シルバー人材センター
54,307千円 14.6％
シルバー人材センター
54,307千円 14.6％

その他の支出事業
0.078千円 0.1％
その他の支出事業
0.078千円 0.1％

予備費
34,071千円 9.2％
予備費
34,071千円 9.2％

共募配分金 1,171千円 0.3％
福祉バス
11,052千円 2.9％

収　入
371,562千円

支　出
371,562千円
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　小学校４年生から中学生まで、また防災活動を推
進する行政の方々、地域の方々と一緒に防災活動に
取り組んでいます。ポリ袋炊飯や簡易トイレの組み
立て、防災倉庫の見学、新聞紙スリッパづくりや避
難所運営ゲーム、タウンウォッチング、ロープワー
ク等に至るまであらゆる防災訓練に取り組んでいま
す。また防災コーディネーターや防災士の資格取得
にも力をいれています。是非皆さんも私たちと一緒
に防災活動しませんか。

　住民みなさんの健康長寿を目指し、『フレイルサポーター』
として、フレイルチェックやフレイル予防啓発活動をしてい
ます。
　スクエアステッ
プリーダーの派遣
も随時実施中！
　一緒に活動しま
せんか？

【会員数】43 名

　現在 9 名の会員で季節の花、野菜、歳時記等をテーマに描
いた絵手紙を、毎月約 90 枚作成し、各地区の民生委員の方を
介して、独居老人の希望される方に届けさせて頂いています。
これからも、「喜び」
や「元気」が伝わ
る絵手紙作りに努
めてまいります。
　なお、会員募集
中ですので興味の
ある方はご連絡く
ださい。

　認知症サポーター養成講
座の開催、高齢者見守り声
かけ訓練、介護事業所のイ
ベントのお手伝い、たまき
のつどい場「協」や、介護
予防事業「健（脚）健（脳）
教 室 」 へ の 参 加、 協 力 を
行っています。認知症の人
や家族への個別支援（チー
ムオレンジとしての活動）、
RUN 伴への参加・協力。

［ 活動日時・場所 ］
毎週火・木曜日
　9 時～ 12 時
　たまきのつどい場「協」
毎週金曜日
　10 時～ 11 時半
　介護予防事業
　『健 ( 脚 ) 健 ( 脳 ) 教室』
　保健福祉会館

［ 全員数 ］
80 名（女 8：男 2）
20 歳代～ 80 歳代

［ 入会条件 ］
認知症サポーター養成講座
を受講された方

［ 連絡先 ］
サポーターさくら事務局

（合同会社たまきあい）
TEL58―2251

　
玉
城
町
に
は
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
ふ
く
し
力
向
上
の
た
め
に
、
強

い
絆
で
つ
な
が
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
連
絡
先
記
載
の
団
体
は
直
接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
各

団
体
へ
お
つ
な
ぎ
致
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
８
︱
６
９
１
５
）

令和７年度 玉城町ボラン ティアセンター登録団体

玉城町防災ボランティア

健康しあわせ委員会 絵手紙サークルゆずりは会サポーターさくら

青色回転灯ボランティア
パトロール

　青色回転灯ボランティア
パトロール隊とは？

「安心して暮らせる町」を目
指すために、ボランティア
の方々によって構成されて
います。
　活動内容は、第１・第３月、
金曜の午後、町の青色回転
灯装着車両に乗車し、町内
を犯罪抑止・防犯活動パト
ロールしています。

マジックふらわぁ

　簡単で楽しいマジックで
す。
　福祉施設、老人会、児童館、
お祭り等で演技しています。
いつでも、どこへでも「マ
ジックの出前」をしま～す。
気軽にご連絡ください。特
に準備していただく事はあ
りません。

玉城語り部会

　玉城町の歴史・文化を学
ぶ活動をしています。要望
があれば、田丸城、熊野古
道などの案内もやっていま
す。

玉城町虹の会

平成４年『虹の会』発足以来
・給食サービス		
（第１、第３日曜日）

・各クリーンアップ作戦な
どの参加

・介護予防事業（健康体操）
のサポート

・夢工房のお手伝い
等ボランティア精神に基づ
いた活動を 30 年行っていま
す。
　会員募集中です。ご協力
お願いします。

玉城町おもちゃ病院

　動かなくなった、音が出
なくなった等、故障したお
もちゃの修理をしています。
包丁も研いでいます。毎月
第２土曜日に開催しており、
メンバー募集中です。

玉城町
食生活改善推進協議会

　子どもから高齢者までの
バランスのとれた食生活の
定着を目的に自主的な活動
と行政への支援活動の両面
から、食を通した健康づく
りのボランティア活動と会
員の運動をしています。

はな♪はな♪おはなし会

　玉城町の子どもたちの豊
かな心の成長を願って、乳
幼児さんから小学生さんま
でを対象に、絵本と紙芝居
の読み語りをしています。
　読み手仲間も随時募集中
です。
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元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
が
主
催
す
る

「
あ
つ
ま
れ 

た
ま
き
人び

と

」
が
２
月
11
日
、

町
保
健
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
自
分
た
ち
が
「
暮
ら

し
や
す
い
玉
城
町
」「
住
み
続
け
た
い
玉

城
町
」
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
愛

郷
心
を
育
み
、
玉
城
の
一
員
と
し
て
役
割

を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
げ

て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

自
分
た
ち
の
考
え
や
思
い
を
自
由
に
話

し
合
い
、
出
来
る
こ
と
や
、
や
り
た
い
こ

と
を
み
ん
な
で
形
に
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

な
お
、
あ
つ
ま
れ 

た
ま
き
人び

と

の
様
子

は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
配
信
中

で
す
の
で
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ

い
。
玉
城
町
社

協
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
登
録
を
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

地
域
で 

楽 

し
く 

笑 

顔
の
交
流 

会

お
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

世
代
間
交
流
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

1
月
30
日
、
有
田
小
学
校
４
年
生
29
名

が
有
田
地
区
の
高
齢
者
、
13
名
を
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
考

案
の
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
か
ら
は
「
み
ん
な
が
家
族

の
よ
う
に
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
だ
」

と
い
う
声
も
あ
り
、
終
始
楽
し
く
笑
顔
が

絶
え
な
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

真
冬
の
防
災
講
座
＆
避
難
所
宿
泊
体
験

防
災
キ
ャ
ン
プ
開
催

楽
笑
会 

in 

有
田
小
学
校

健
康
し
あ
わ
せ
委
員
会
を
対
象
に

防
災
体
験

あ
つ
ま
れ　
た
ま
き
人び

と

～
た
ま
き
人び

と

大
集
合
～

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
津
波 

、
頻
発
す

る
台
風
や
局
地
的
大
雨
等
の
自
然
災
害
か

ら
自
分
自
身
を
守
る
た
め
に
、
体
験
型
防

災
学
習
を
通
し
て
、
防
災
の
知
識
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
的
に
１
月
18
日
の
夕

方
、
町
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

で
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
催
の
防
災
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

防
災
ク
ッ
キ
ン
グ
等
の
日
帰
り
コ
ー
ス

に
14
名
、
そ
の
後
、
実
際
に
寝
泊
ま
り
す

る
宿
泊
コ
ー
ス
に
９
名
、
合
計
23
名
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

防
災
ク
ッ
キ
ン
グ
に
は
鳥
羽
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
、『
子
育
て
応
援
‼
０
１
２
３

サ
ー
ク
ル
』
の
山
本
道
子
さ
ん
、
岡
村
純

子
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
ポ
リ

袋
を
使
用
し
簡
単
に
で
き
る
レ
シ
ピ
を
教

え
て
い
た
だ
き
実
際
に
調
理
を
行
い
ま
し

元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
で
は
、
み
ん

な
が
安
心
し
て
元
気
に
生
活
で
き
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
な「
福
祉
の
標
語
」

を
、
青
少
年
を
育
て
る
会
、
健
康
し
あ
わ

せ
委
員
会
と
共
同
し
て
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
広
く
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
応
募

総
数
７
９
１
通
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
小
学

生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
大
人
の
部
に
分

け
て
審
査
し
、
選
ば
れ
た
作
品
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

福
祉
の
標
語 

入
選
作
品

「
や
さ
し
い
気
持
ち
・
思
い
や
り
」 

テ
ー
マ

※元気ですたまき委員会とは…	 	
社会福祉協議会が設置する地域福祉を
推進する委員会です。

※健康しあわせ委員会とは…	 	
保健福祉課が設置する町民への健康づ
くりを啓発する委員会です。

※青少年を育てる会とは…	 	 	
次代の郷土を担う青少年の健全育成を
図ることを目的とする団体です。

大　　　賞　〈敬称略〉

元気ですたまき委員会賞　〈敬称略〉

青少年を育てる会賞　〈敬称略〉

健康しあわせ委員会賞　〈敬称略〉

小
学
生
の
部

西
田　
彩
花
（
田
丸
小
１
年
）

　
〝
だ
い
す
き
〟
と
言
う
方
も

言
わ
れ
た
方
も
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
れ
る
か
ら
こ
の
標
語

を
作
り
ま
し
た
。

〝
だ
い
す
き
〟
と

い
っ
ぱ
い
言
い
た
い

言
わ
れ
た
い

小
学
生
の
部

嶋
田　
楓
彩
（
田
丸
小
１
年
）

　

じ
ぶ
ん
が
か
な
し
く
て
な

い
て
い
る
と
き
に
、
や
さ
し

く
き
い
て
く
れ
た
と
き
に
う

れ
し
か
っ
た
の
で
、
じ
ぶ
ん

も
だ
れ
か
に
い
い
た
い
と
お

も
っ
た
。

ど
う
し
た
の
？

き
い
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う

小
学
生
の
部

田
端　
大
悟
（
有
田
小
３
年
）

　

こ
ろ
ん
だ
と
き
、
友
だ
ち

が
手
を
出
し
て
く
れ
て
、
ほ

け
ん
室
に
つ
れ
て
行
っ
て
く

れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
の

で
そ
の
気
持
ち
。

出
さ
れ
た
手

ほ
っ
と
す
る

あ
た
た
か
さ

小
学
生
の
部

北
林　
希
乃
花（
外
城
田
小
４
年
）

　

だ
れ
か
が
こ
ま
っ
て
い
る

と
き
は
、
助
け
な
い
と
ダ
メ

だ
と
思
う
の
で
、
そ
の
や
さ

し
さ
が
だ
れ
か
を
す
く
っ
て

笑
顔
に
な
る
ヒ
ン
ト
み
た
い

に
笑
顔
の
芽
と
い
う
ひ
ょ
う

語
に
し
ま
し
た
。

や
さ
し
さ
は

だ
れ
か
が
す
く
う

笑
顔
の
芽

お
は
よ
う
と

か
え
し
て
く
れ
る君の

声

中
学
生
の
部

谷
川
原　
芽
衣
（
玉
城
中
１
年
）

　

あ
い
さ
つ
が
た
く
さ
ん
あ

ふ
れ
れ
ば
、
笑
顔
も
た
く
さ

ん
あ
ふ
れ
る
の
で
、
あ
い
さ

つ
が
た
く
さ
ん
増
え
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

続
け
よ
う

や
さ
し
い
気
持
ち

思
い
や
り

中
学
生
の
部

小
牧　
弘
人
（
玉
城
中
２
年
）

　

思
い
や
り
を
続
け
る
こ
と

で
自
分
に
い
い
こ
と
が
か

え
っ
て
き
て
、
み
ん
な
が
い

い
気
持
ち
に
な
れ
る
か
ら
。

あ
り
が
と
う

皆
を
笑
顔
に
す
る合言

葉

中
学
生
の
部

平
川　
諒
（
玉
城
中
１
年
）

　

皆
が
い
つ
も
あ
り
が
と
う

と
伝
え
合
う
こ
と
で
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
の
玉
城
町
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

十
人
十
色

違
い
を
認
め
る

思
い
や
り

中
学
生
の
部

田
端　
紫
乃
（
玉
城
中
１
年
）

　

み
ん
な
一
人
一
人
違
う
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

い
じ
め
の
も
と
に
し
た
り
、

い
じ
っ
た
り
せ
ず
、
み
ん
な

が
ひ
と
り
ひ
と
り
の
違
う
と

こ
ろ
を
認
め
合
え
る
と
良
い

な
と
思
い
考
え
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
は

や
さ
し
い
気
持
ち
の

第
一
歩

大
人
の
部

栃
本　
舞

　

人
に
対
す
る
思
い
や
り

や
や
さ
し
さ
は
、
初
め
の

あ
い
さ
つ
で
表
現
（
伝
え

る
）
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
か
ら
。

思
い
や
り人に

頼
ら
ず自分

か
ら

大
人
の
部

森
川　
途
子

　

相
手
に
優
し
い
気
持
ち
で

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

標
語
を
書
き
ま
し
た
。

何
気
な
い
や
さ
し
さ
も

誰
か
が
ど
こ
か
で

気
付
い
て
い
る

大
人
の
部

栃
本　
凛

　

誰
も
気
に
し
な
い
だ
ろ
う

な
ー
と
思
っ
て
し
た
思
い
や

り
や
気
遣
い
も
な
ん
だ
か
ん

だ
気
付
い
て
く
れ
て
る
人
が

い
る
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

お
い
し
か
っ
た
よ

そ
の
こ
と
ば
で

が
ん
ば
れ
る

大
人
の
部

木
本　
隼
季

　
お
客
さ
ん
が
、お
い
し
か
っ

た
よ
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
と

う
れ
し
い
き
も
ち
に
な
る
。

ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と
お
も
う
。

簡易トイレ組み立て体験

物当てクイズ

グループワーク

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
湯
煎
で
ご
飯
が
炊

け
る
の
は
初
め
て
知
っ
た
」「
ご
飯
が
温

か
い
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
」
な
ど
の

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

宿
泊
コ
ー
ス
の
方
は
ク
ッ
キ
ン
グ
の

後
、
防
災
講
座
と
し
て
、
水
消
火
器
訓
練

と
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
簡
易
ト
イ
レ
組
み
立

て
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
就
寝
準
備
を
行
い
、
22
時
消

灯
。
初
め
て
会
う
人
同
士
が
同
じ
場
所
で

寝
る
と
い
う
非
日
常
的
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
日
６
時
起
床
。
ラ
ジ
オ
体
操
で
身
体

を
起
こ
し
、
朝
食
に
は
非
常
食
の
ア
ル

フ
ァ
米
を
食
べ
、
宿
泊
し
て
感
じ
た
こ
と

を
み
ん
な
で
共
有
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

住
民
へ
の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
、
健

康
し
あ
わ
せ
委
員
会
を
対
象
に
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
２
月
10
日
、
防
災
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

防
災
体
験
の
内
容
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

袋
を
使
用
し
た
ポ
リ
袋
炊
飯
、
風
呂
敷

リ
ュ
ッ
ク
づ
く

り
、ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
で
す
。

参
加
者
は「
風

呂
敷
リ
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ご寄付ありがとうございました（１月～３月）
阪井　昌子 様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10,000 円
カラオケ リズム 様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12,468 円
匿　名 様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10,000 円
元気バス募金箱 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 91,232 円

伊勢農業協同組合 様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 食料品
一般財団法人 吉田福祉基金 様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 加湿空気清浄
メディファムめぐみ調剤薬局 様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 消毒液
パナソニックインダストリー労働組合 伊勢支部 様 ・・・・・・・・・・・・ 67,067 円

をご寄付いただきました。

福祉のイベントとして地域の方々に楽しく、また
身近に福祉・ボランティアの大切さを感じていた
だくことを目的に開催します。
・福祉施設・ボランティアの活動啓発
・地域でのさまざまな活動のPR
・スタンプラリー　ほか

今後、生活困窮者支援や地域福祉活動、介護保険事業に役立てていきたいと思います。
ご寄付いただきありがとうございました。

伊勢農業協同組合 様 吉田福祉基金 様 パナソニック 様

何でも相談（予約不要）
日　時：毎月10日、30日　13：00～15：00
場　所：玉城町保健福祉会館にて
相談員：民生児童委員、人権擁護員、行政相談員

身近な社協の相談窓口ご案内

玉城町社会福祉協議会の情報を発信中!!

― ご寄付いただいた方のご紹介 ―

明るく声かけ玉城の日（毎月第3火曜日）
家庭・地域・学校・職場　いつでも・どこでも・だれとでも

あいさつの輪を広げていきましょう。

ホームページ フェイスブック
YouTube
チャンネル

●●● 元気ですたまきまつり ●●●

日　時 ／ 令和７年６月１日（日）
　　　　  10：00～14：00（雨天決行）
場　所 ／ 玉城町保健福祉会館

～ つなごう　大きな手　小さな手 ～


